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2011年，東北地方を襲った未曾有の地震により26,000人余りの方が亡くなった（行方不明
者も含む）。さかのぼること約 20 年前（1995 年）にも神戸を中心に地震が襲い 6,000 名以上
の犠牲者が出ている。また，1991 年には雲仙岳の大火砕流により 43 名の犠牲者，2014 年に
は木曽の御嶽山での火山爆発により 58 名の犠牲者が出ている。このように，世界の活火山
の７％を占めている日本列島は，世界でも最も活動的な土地で地震活動も珍しくない。 
このように地震，火山活動が活発な日本列島に住んでいる子どもたちは，どのように地震，
火山活動を教わっているのだろうか。筆者は，1993 年より首都大学東京（都立大）で非常勤
講師として理科教育法を担当してきた。当時の講義内容も含め小学校，中学校，高等学校
の教育内容を中心に，教育の変遷から見てみたい。 
 
１．地学教育とは 
 戦後，1948（昭和 23）年，それまでの教科を再編成し，高等学校の１教科として地学が誕生
した。天文学，地球物理学，気象学，地質学，鉱物学，海洋学など非生物界の自然現象を
集めて構成された，いわば寄せ集め的な内容の教科であった。 
 中学校，高等学校での地学教育（中学校では第２分野に生物分野とともに含まれている）
は，地学的現象への興味・関心を高め，地学現象についての基本的な事実・概念・法則をと
らえ，これらを活用して自然を科学的に豊かにとらえることをねらいとしている。さらに，これら
の学習を通して科学的自然観の基礎を身につけることをねらっている。 
しかし，今日，背景となる各学術研究の領域間相互の関連性が高まった結果，地学教育
は人間・社会と自然界の相互関係を含めた「地球と宇宙の科学」へと発展しつつある。 
 地学はまさに現代の宇宙観・地球観・生命観を伝える科目である。基本的に 1930 年代まで
の成果で終わっている高校までの物理・化学と違い，まさに現在進行形の科学の話をふだん
の授業でも話すことができる。地学では環境問題も扱う。地学での自然の見方は，自然をで
きるだけ単純な要素へと還元しようとする高校までの物理・化学とは対極的なものだと思う。自
然を総合的・全体的にとらえるという科学の見方の存在を伝えることも重要である。 
 もうひとつ地学には，日本に住むかぎりは避けることができない地震・火山についての基本
的理解をつくる，つまり災害を未然に防ぎ，パニックの原因をつくらないための基礎知識を与
えるという重要な課題もある。 
戦後の教育の変遷を見ると，経験主義から始まった教育課程も，その後系統性が重視さ
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れるようになった。1950～1960 年代は，高度経済成長と重なり，また，アメリカでの科学教育
の変革により「教育内容の現代化」がいわれた。教科内容も高度化し，内容量も増えたことか
ら，ついていけない子どもたちも出始めた。1970 年代の後半頃より，教育課程に「ゆとり」を取
り入れる内容へと変化してきた。しかし，学校５日制（土曜休日）とともに学習内容の軽減化に
より，見直しの声が出てきた。そして，2000 年代になり，「ゆとり」から学力重視へと転換し，現
在へと至っている。 
ここでは，「火山・地震がどのように教えられているのか」について，①「教育内容の現代化」
がいわれた 1968（昭和４３）年頃，②教育課程に「ゆとり」を取り入れる内容へと変化してきた
1989（平成元）年頃，③「ゆとり」から学力重視へと転換した 2008（平成２０）年頃の学習指導
要領と教科書で比較した。 
 
２．小学校 
小学校での理科の変遷は，小学校３年以後の時間数を見ると，１４時間（昭和４３年）→１２
時間（平成元年）→１０時間（平成１０年）と減っていたが，平成２０年度の学習指導要領の改
訂で１１．６時間に増えた。 
表１から内容を細かく見てみよう。小学校の理科の地学分野の地球の内部では，「土の性
質と水」，「流水との関係」，「地層のできかた」，「土地のつくりと変化」で，今回の内容（火山，
地震）は「土地のつくりと変化」で岩石も扱われている。その結果，「火山・地震」が地球の内
部の分野の集大成と位置づけられている。 
表１ 学習指導要領での小学校「地球の内部」の変遷 
だが，小学校の学習指導要領では，地震や火山の扱いは以前に比べ少なくなっている。 
1998 年に改訂された学習指導要領では，地震と火山のどちらかを選択して学習するという扱
いであったが，2008 年改訂の学習指導要領では，第６学年でどちらも学習することになった。
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しかし、土地の変化をもたらす要因の一つに火山の噴火や地震があるというだけで理解を深
めるような扱いにはなっていない。現行の学習指導要領と教科書を見てみよう。 
学習指導要領（小学校理科）****************************************************** 
〔第 6 学年〕B 生命・地球 
（4） 土地のつくりと変化 
  土地やその中に含まれる物を観察し，土地のつくりや土地のでき方を調べ，土地のつく
りと変化についての考えをもつことができるようにする。  
ア 土地は，礫（れき），砂，泥，火山灰及び岩石からできており，層をつくって広がって
いるものがあること。 
イ 地層は，流れる水の働きや火山の噴火によってでき，化石が含まれているものがある
こと。 
ウ 土地は，火山の噴火や地震によって変化すること。 
******************************************************************************** 
教科書（わくわく理科６）******************************************************** 
７ 大地のつくりと変化（地層，化石，どろ，砂，れき） 
１ 地層のでき方 岩石になった地層（れき岩，砂岩，でい岩） 
   化石をふくむ地層 
   火山灰をふくむ地層（火山灰のつぶ） 
２ わたしたちが住む大地のつくり 
３ 大地の変化 地震による大地の変化（地割れ，山くずれ，津波，断層，火災） 
   火山活動による大地の変化（よう岩，火山灰） 
******************************************************************************** 
現行の教科書では，「大地のつくりと変化」は 30 頁/総頁 191 頁で，堆積岩は紹介している
が地殻の岩石の 2/3 を占める火成岩についてはふれていない（昭和４３年，平成元年の教科
書では堆積岩と火成岩を紹介している）。さらに，2011 年に経験した地震についても「地震に
よる大地の変化」だけで，東北地方太平洋沖地震（2011 年），兵庫県南部地震（1995 年），中
越地震（2004 年）での被害写真が掲載されている程度である。 
北林雅洋氏は，「地震・火山については中学校で本格的に学習し，小学校ではその前に
軽く扱うようにすることで、小学校と中学校の学習に違いを持たせているようである。全体とし
ての学習のまとまりを考えてみると，小学校の理科と中学校の理科には違いを見出すことが
できる。その違いをふまえるなら，地震・火山の学習についても，小学校としての重要な扱い
方が必要である。」と指摘している。 
小学校ではマクロに，中学校ではミクロからという特徴づけも見られる。小学校では自然の
多様性をとらえ，中学校ではそれら多様性の成り立ちを理解するということである。多様性の
認識が豊かになれば，それだけ共通性・規則性に関する認識も深まる。中学校で原子や細
胞などについて学習することで，多様性の成り立ちについて根拠に基づいて理解することが
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可能になる。しかし，小・中学校の教材構成は，中学校の「基礎」としてのみ小学校を位置づ
けることは避けなければならない。 
地震や火山の学習については，小学校でもそれらの多様性と共通性・規則性をとらえる学
習が必要になる。とくに防災のために欠かせない認識については，これらを位置づけておく
必要がある。この分野については，理科以外の分野でも学ぶ。社会科の教科書にも，災害防
止や災害復旧の取り組みとの関連で，地震や火山を取り上げているものがある。社会科の授
業でこのような内容が扱われることをふまえるなら，地震や火山について，自然科学的側面
から理解しておくべきこと，知っておいたほうがよいことを，いくつか指摘できるのではないだ
ろうか。少なくとも、被害を引き起こすような地震の揺れとはどのようなものでどの程度なのか，
火山の噴火によって何か噴出するのか，そのような理解がともなわなければ、社会科の授業
も意味あるものにならないと思われる。 
 
３．中学校 
中学校の時間数を見ると，１２時間（昭和４３年）→９～１０時間（平成元年）→８．３時間（平
成１０年）と減ってきたが，理数教育の充実から１１時間（平成 20 年）に増えてきた。中学校の
理科は１９５８（昭和３３）年の改訂より，第１分野（物理，化学的内容）と第２分野（生物，地学
的内容）と分けられ，「火山・地震」は第２分野の一部で固体地球の構成物と固体地球の活動
として扱っている。 
学習指導要領（中学校理科）****************************************************** 
(2) 大地の成り立ちと変化 
大地の活動の様子や身近な岩石，地層，地形などの観察を通して，地表に見られる
様々な事物・現象を大地の変化と関連付けて理解させ，大地の変化についての認識を深
める。 
ア 火山と地震 
(ｱ) 火山活動と火成岩 
火山の形，活動の様子及びその噴出物を調べ，それらを地下のマグマの性質と関
連付けてとらえるとともに，火山岩と深成岩の観察を行い，それらの組織の違いを成因
と関連付けてとらえること。 
「火山」については，粘性と関係付けながら代表的な火山を扱うこと。「マグマの性質」については，粘
性を扱うこと。「火山岩」及び「深成岩」については，代表的な岩石を扱うこと。また，代表的な造岩鉱物も
扱うこと。 
(ｲ) 地震の伝わり方と地球内部の働き 
地震の体験や記録を基に，その揺れの大きさや伝わり方の規則性に気付くとともに，
地震の原因を地球内部の働きと関連付けてとらえ，地震に伴う土地の変化の様子を
理解すること。 
地震の現象面を中心に取り扱い，初期微動継続時間と震源までの距離との定性的な関係にも触れる
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こと。また，「地球内部の働き」については，日本付近のプレートの動きを扱うこと。 
*細字は（内容の取り扱い）である。下線は筆者による強調部分である。 
******************************************************************************** 
「火山活動」は，火成岩の観察と火成岩の成因を重視はしているが，マグマの生成とプレ
ートの関係については言及していない。これでは，子どもたちは海洋プレートが沈み込むた
めに日本列島に火山が多いことが断片的にしか理解できない。したがって学習指導要領が
意図する「火山活動はプレートの動きと関連していることを知り、地球内部のエネルギーを認
識できる」ことにつながらないだろう。 
「地震」について，その原因を大規模な大地の変動と関係があり，プレートの動きによって
説明できるようにするとしているが，実際は主に地震波の解析に重点がおかれている。したが
って子どもたちが，地震によって断層ができると正反対の認識をしたりしてしまう危険性がある。
また，プレート境界型地震を強調しているので，日本付近で起こる３つのパターンの地震が同
じものと解釈され，地震がどのようにして起こるのかについて正しくは理解されないだろう。 
このように「火山・地震」については，小学校では大地の変化として簡単に触れる程度であ
るが，中学校ではていねいに教えるようになっている。さらに，今回の学習指導要領では，火
山，地震現象がプレートの動きと関連して扱うこととなっている。しかし，プレートテクトニクスに
ついてはふれてない。 
理科の教科書（サイエンス）****************************************************** 
活きている地球 地球内部の謎にせまる 
１章 大地がゆれる 地震はどのようにして起こるのだろうか 
① 大地を伝わる地震のゆれ 
② ゆれの大きさと地震の規模 
③ 地震が起こるしくみ 
④ 地震による災害 
２章 大地が火をふく 火山はどのような岩石からできているのだろうか 
① 火山の活動 
② マグマからできた岩石 
３章 大地は語る 地層や地形から何がわかるのだろうか 
（① 地層のでき方） 
（② 押し固められてできた岩石） 
（③ 歴史を語る化石） 
④ 大地の歴史 
⑤ 大地形からわかる大地の変動 
******************************************************************************** 
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図１ 「火山・地震」分野の教科書例 サイエンス（啓林館） 
表２ 中学校教科書「火山・地震」の変遷 
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図１を見ると，１はこの章の紹介ページで，地球深部探査船が，プレート境界の地下深くか
ら試料を取り出す調査活動の様子を紹介している。次に，地球の表面をおおうプレートにつ
いて伝え，地震や火山の活動などがプレートの動きと関係していることを説明している。２は，
地震が起こるしくみとして，日本付近で発生する地震を，海洋プレートの沈みこみと関連づけ
て説明している。３は，火山とプレートで火山の地下にはマグマだまりがあり，火山がプレート
境界に沿って分布していることを説明している。また，火山の分布とプレートとの関係につい
ても説明している。４は，大地形からわかる大地の変動で震央や火山が集中している所や，
大地形の分布が，プレート境界と重なることに気づかせるとともに，ヒマラヤ山脈の形成をプレ
ートの動きと関連づけて説明している。さらに，太平洋プレートを例に，プレートの動きを動的
に把握させ，日本付近の活発な大地の活動を，その一部として捉えさせている。 
各時代の内容を表２でまとめた。内容的には各時代とも大きく変わってはいないが，現行
の教科書は，図１のように大型の B5 版で，全体的にカラーのイラスト，写真も大きく，説明もて
いねいで詳しい。火山・地震についての中学校の教科書は，以下に示すように以前からてい
ねいで詳しく記述されていた。 
各分野の変遷を見ると以下のようである。 
 
火山活動 
表３ 「火山活動」分野の変遷 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
火山活動として各期とも火山噴出物，噴火のようす，火山の形等を扱っている。火成岩に
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ついても，分類方法とともに紹介している。火成岩を構成している鉱物については，昭和４３
年の教科書では形、劈開，条痕色等の特徴まで説明しているが，その後では単に見た目の
形，色などの紹介程度である。現行の教科書には，“火山とプレート”でプレートの動きとの関
連についてふれている。  
 
地震 
表４ 「地震」分野の変遷 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
震源，震央等の基本的な用語は，どの時期でもていねいに扱っている。地球の内部構造
は昭和４３年の教科書ではふれていたが，その後扱っていない。平成元年の教科書から地 
 
表５ 「大地の変動」分野の変遷 
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震が起こるしくみとしてプレートの沈みこみと関連しているようにふれているが，ただ紹介して
いるだけで，生徒には理解しにくいと思われる。また，現行の平成２０年の教科書では，地震
による災害を写真も取り入れて紹介している。 
 
大地の変動 
大地の変動の内容は時代とともに大きく変わってきた。昭和４３年の教科書では「造山帯」
で地向斜造山運動が出ていたが，平成元年の教科書から「大山脈と弧状列島」，「大地形か
らわかる大地の変動」でプレートの動きで説明されている。だが，現行の教科書の内容を見る
と，プレートの移動との関連は説明されているが，“プレート”は何か？については，一切ふれ
ていない。唐突に“プレート”の語が出てきて子どもたちはとまどうのではないだろうか。 
 小学校の課程では，多くは直接観察可能な教材であるため，内容は断片的になっている。
そのため,子どもたちの知的好奇心を満足させられていない。したがって，地学教育のメイン
は中学校理科の地学分野といえる。小学校と異なり，火山や地震，地質年代の概略の紹介，
プレートテクトニクスの紹介，季節変化や日本の天気と気団の関係，宇宙の歴史や広がり等，
直接体験がむずかしい事物や事象についても扱っている。 
 しかし，これらの教材の扱いについては，ただそれぞれの記載だけでなく，どうしてそのよう
になるのか，すでに得られている概念や知識の総合化（演緯的手法）による問題解決が求め
られる。地震や火山活動とプレートの動きについては，基本項目（プレートテクトニクス等）を
ていねいに説明する必要がある。また，地震や火山活動についての過去の体験や知識，災
害に対する防災や減災など，日常生活や社会との関連に触れながら学習したい。また，でき
るかぎりの野外活動とモデル実験または視聴覚教材やコンピュータの利用等，生徒が主体
的にいきいきとした学習活動を行えるよう工夫すべきであろう。さらに，観察，実験などの結果
を分析して解釈させたり，レポートの作成や発表を行わせたりすることにより，思考力，表現力
などを育成できる。それらの活動を通して，時間概念や空間概念を形成し，地学的な事物・
現象は長大な時間と広大な空間の中で変化したり生起したりしているという見方や考え方に
つながる。 
 知的好奇心旺盛な中学生にとっては，新聞，テレビ，科学雑誌等で報じられる最新の科学
に対して関心が高く，そのような報道は地学分野に関するものが多いため，これらの興味や
関心をフォローしていけるような柔軟な授業構成が望まれる。 
 
４．高等学校 
 高校での「火山・地震」を見てみよう。 
学習指導要領（地学基礎）******************************************************** 
目標 
日常生活や社会との関連を図りながら地球や地球を取り巻く環境への関心を高め，
目的意識をもって観察，実験などを行い，地学的に探究する能力と態度を育てると
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ともに，地学の基本的な概念や原理・法則を理解させ，科学的な見方や考え方を養
う。  
内容 
(1) 宇宙における地球 
イ 惑星としての地球 
 (ｳ) 地球内部の層構造 地球内部の層構造とその状態を理解すること。 
 (2) 変動する地球 
ア 活動する地球 
(ｱ) プレートの運動 プレートの分布と運動及びプレート運動に伴う大地形の
形成について理解すること。 
(ｲ) 火山活動と地震 火山活動と地震の発生の仕組みについて理解すること。 
******************************************************************************** 
高校地学の地学基礎の教科書を見ると，下記のように地球内部の層構造を学び，活動す
る地球へとつないでいる。火山・地震の活動をプレートテクトニクスで説明しており，地球内部
の層構造からプレートの存在を知り，プルームテクトニクスとともに展開している。そのため，
中学校に比べると，内容的にも難しくなっているが，どのようにして火山活動が起き，地震が
発生するのかが理解しやすい。 
教科書（地学基礎）************************************************************** 
第１部 固体地球とその変動 
第１章 地球 
第１節 地球の概観 固体地球の表面 地球の形  
第２節 地球の内部構造 地殻とマントル 核 
第２章 活動する地球 
第１節 プレートと地球の活動 プレートテクトニクス プレート境界と大地形 プレートの動き 
プレートと地球の内部 
第２節 地震 地震の分布 地震の発生と断層 マグニチュードと震度 震源の決定 
第３節 火山活動と火成岩の形成 火山噴火 火山噴出物 噴火の形式 火山の分布 火成岩の産状 
*ゴジック体文字は，教科書での重要語である。 
******************************************************************************* 
 基礎・基本を大切にし，地学の基本的な概念が読んで理解できるように，詳しくていねいな
記述である。また，重要な概念は本文とともに写真や図を用いてしっかり解説していて読みや
すい。また，写真や図もスケール感のわかる工夫を必要に応じて取り入れている。一部の教
科書はB5 版の大判になっている。また，地学は先述したように現在進行形の科学であるため，
プルームテクトニクスや地震時に大きくずれる領域のアスペリティなど最新の科学の知識も積
極的に取り入れようとしている。ただ，「地学基礎」を発行している会社は５社で，４単位の「地
学」の教科書は２社しか出版していない。 
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５．まとめ 
筆者が勤務している東京薬科大学の「地学」履修者（地学基礎の履修率 8.6％）に，図２の
アンケートをした。（２０１７年１１月９日実施） 
 
「火山，地震」のアンケート 
回答数 
↓   １．「火山，地震」は理解できていますか。 
１４ ①とくに，苦手と感じない。 
１９ ②苦手とは思わないが，内容は難しい。 
１９ ③他の分野（物理，化学，生物）に比べ，あまり理解していない。 
 
２．１で②もしくは③と答えた人に聞きます。その理由は何で 
すか。 
２０ ①岩石の見分けがつかない 
７ ②地震や火山の実験がない 
４ ③野外での授業がない 
５ ④地質学的な時間のスケールがわからない 
１６ ⑤地質学的なスケールがつかめない 
２ ⑥勉強する意味がわからない 
 
３．高校理科では地学分野のウェイトが低い傾向ですが，小
中学校での地学分野（火山，地震）の授業は大切だと思いま
すか。 
１５ ①高校で学ぶ機会が少ないので，小中学校での授業は大切である。 
２１ ②日本は，火山・地震国であるから，小中学校での授業は大切である。
１４ ③防災につながる知識だから，小中学校での授業は大切である。 
１３ ④身近な自然現象だから，小中学校での授業は大切である。 
４   ⑤子どもたちの関心が高く，自然への理解を深める分野だから，小中学
校での授業は大切である。 
１   ⑥実生活にそれほど役立っていないから，扱わなくてよい。 
１   ⑦子どもたちにとってイメージしにくいから，扱わなくてよい。 
 
図２ 「火山・地震」のアンケート及び回答数 
                     東京薬科大学生命科学部「地学」受講生 52 名 
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回答を見ると，小中学校での火山地震は，約１／３しか理解していなかった。               
１で苦手と答えた人の約半数は「岩石の見分けがつかない」「地質学的なスケールがつか
めない」であった。これは，ある程度予想された回答であり，この分野の実習等が少なく子ども
たちが直に地球にふれたり，地学的な実感が体験しにくいためと思われる。 
アンケートの回答からは，「日本は火山・地震国である」「高校で学ぶ機会が少ない」「防災
につながる」「身近な自然現象である」などから，小中学校での地学の重要性に言及してい
る。 
理科は教師がどれだけ内容を理解しているかで授業は変わってくる。アンケートの中に「中
学時代の先生が，火山・地震に関心をもたず，ただ教科書を読まされた。」との声もあった。
科学技術の発展が著しい理科は，教師自身の自己研修は当然だが，以前よく行われていた
教師グループによる勉強会などの復活が期待される。 
表６ 理科における科目の履修状況 
科学と人
間生活 
物理
基礎 
物理 化学
基礎 
化学 生物
基礎 
生物 地学
基礎 
地学 理科課
題研究
33.1% 56.7 16.2 79.2 27.5 84.1 20.9 26.9 0.8 0.5 
文部科学省「平成 27 年公立高等学校における教育課程の編成・実施状況調査（平成 25 年入学者抽出調査） 
先述のように戦後理科は４科目（物理，化学，生物，地学）からなっている。理科の各科目
は，1960 年代は全日制普通科で４科目の必修であった。その後，理科の科目選択により，表
６のように「地学基礎」でも４人に１人の履修しかいない。４単位の「地学」ではほとんどの生徒
は履修しない科目となっている。その原因は，大学の入試，地学担当者の不足，カリキュラム
上の困難さ，地学の内容などいろいろ考えられる。 
 日本は世界でも有数の火山・地震の多い国で，実際に多くの災害に遭っている。その火
山・地震についての知識は，子どもたちに備わっているのだろうか。前述のように，小学校で
はほとんどふれておらず中学校でまとめて学習している。 
 近年，教科書も多くの工夫がなされ，見やすくなってきた。火山・地震をどのように教えるの
かについては，小学校の課程では不満足で整理されていない。また，中学校では地向斜造
山運動で展開されていた内容も，現在ではプレートテクトニクスで説明するようになってきた。
しかし，プレートテクトニクスについての説明もほとんどなく，唐突にプレートの移動による火
山活動・地震が出てきて，非常にわかりにくい。 
このように，いくつかの問題点をかかえながらも，自然観と自然認識の育成，問題解決能
力の育成，環境科学的視点の育成と防災の観点からも地学は重要である。とくに，小中学校
は全員履修するのであるから，内容，教授法も含めて改善が求められる。 
 
＊学習指導要領（平成 20 年改訂） 次期の学習指導要領も発表（小学校，中学校）されてい
るが，発行されている教科書の点から現行の学習指導要領を使った。 
この論文は，２０１７年日本地質学会第１２４年学術大会口頭発表（浅野俊雄 地震・火山
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はどのように教えられているのか，R21-O-4）を加筆修正した。 
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